
◆ 障害者が職場rこ適応できるよう､ジョブコーチが職場lこ出向いて直接支援を行います｡ 
◆ 障害者が新たに就職する隙の支援だけでなく､雇用後の職場適応支様も行います｡ ◆◆障害者自身に対する支援に加え､事業主や職場の従業員に対しても､障害者の職場適応に必要な助言を行い､必要に応じて職預の再設計や職場環境の改善を提案します｡
:jヨブコーチによる支援を通じて､事業所による支持体制の整備を促進し､障害者の職場定着を図る
ことを目的としています｡

求職中または在職中の職場適応等に課題のあるすべての障害者で､=jヨブコーチによる職場での支援が必要な障害者を対象とします｡

標準的には 2-4カ月ですが､1カ月～7カ月の範囲で個別I =必要な期間を設定します｡ 

☆ ソ ヨ ブ コ ー チ の 行 っ 支 接 の 内 容 ☆ 
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岡山県手をつなぐ育成会岡山地区連輯協議会のアンケ｣ト調査
｢ 障害者の日常生活で実軌 こあった トラブルの草餅 ｣ 

A君 55歳 (知的伸幸者療育手垢B､身体陣善書芋版1級､腎溝携能障害/塘尿病 .人工透析)は､
入所捜産施設 ･通勤棄そして､平成 12年 3月から某グループホームを利用､現在に至っている｡
また､A君の自宅は､高梁市成羽町で母親 (86歳 ･毎日ヘルパーを利用)が住んでおり､無届け
で舟省することがある｡ 
A君は､無届外出をしては県南のパチ?コに出卸 すて何日も行方不明に至ることがたびたびあった｡

今即ま､薪院から A君が人工透析に来ていないと施設に漣鞍があり､早く人工透析をしないと生命の
危枚に陥ることから警察署へ捜査願いを出し､さらに警蕪の公開捜査に至った｡ (大掛かりな捜査に) 

A君は､GPSシステム塊能が付いている携帯電蓄を所持しているが､電源が切れておLJ所在を確認
することは出来なかった｡

昔蕪署の ｢公開捜査のチラシ｣のお陰で､タケシー会社からの連鞍で 3Elぷ tJに身柄を確保すること
が出来た｡

今回の件に関しては､青葉手のみなさんはもちろんのこと､タクシー会社のみなさん り スヾ会社のみ
なさんのご協力 (情報漫供)のお陰で A君が､大事に至らなかったことに深く感謝をいたします｡

ドキュメント ･ 3 /4朝 A君は､自宅を出る｡家の人は A君がグループホームへ舞ったと
思っていた｡ ､ 
A君は､自宅を出てグループホームへ舟らず､パチンコをしていた｡

･ 3 /4 15時頃 A君は､パチンコに負けたので自宅に帝 LJ､如
再びパチンコをして､深夜自宅に希った｡ 

＼ら2万円受け取 L

･ 3 /5 06時頃 A君は､タクシーで外出する｡

09時頃 高梁中央病院 (A君が人工透析で通院している病院 )から､ rA君
が人工透析に来ていない｣と施設に連結があった｡
人工透析は ∴2廿に 1回受ける必要がある｡
施設が A君の自宅に連絡をしたが､ A君は不在だった (行方不明 )｡
そのころ､ A君は､岡山市内でパチンコをしていた｡
そして､ A君はその日岡山市内のカプセルホテルに泊まった｡

･ 3 /6 午前中 施設の職員が､高梁市内のパチンコ店を珠したが見っからない｡ 

11:30頃 
14:00頃 

A君の親と擁殻の横島が､
高梁駅周辺を拝す｡ A君の

願いを出
帯電帯には､ GPS

した｡
システムの機能を

J､

付けているが､電源が入っていない｡ 

13/7 08:00頃 成羽タクシー .高垂の平和タクシー .傭北タクシー .億北 Jでス等に
情報をお願いをしていたところ､傭北タクシから A君らしき人物を 
3/5乗せて､高架駅で降ろしたとの連絡があった｡

施設の鞍鼻 9名が､岡山駅周辺 ･高梁駅周辺 ･自宅を探した｡･ 

09:30頃 今回の事件について､関係先の上司及び最高責任者に捧持の報告と
相談をする｡ 

14:00頃 A君に､人工透析を早くしないと生命の危境に陥るかも知れないと
判断をして､響蕪の公開捜査 (チラシ等 )に頼み切った｡ 

15 :00頃 平和タクシーよ L J､ A君らしさ人物を高梁から成羽 . =乗せたと警察
へ連鞍があった｡警察から連鞍を受けた施草 r L 自宅に連鞍をして 
-A君の身柄を確保した｡

以 上



障害特性による.言動がストーカーに勘違いされた件

小学校から発行されている ｢吉備高原小学校サポート情報｣の不審者情報か

ら-･

別紙参照｡その中で､

①不審者の身体的特徴がA利用者と一致するところが多い｡

②また､時間的も 19時の時間帯に月転車で十字橋周辺を走っていることも一致

する｡

【本人確課と対応】

本人に尋ねると,その時間帯に十字橋周辺を走っている三とは､認める｡女

性に声をかけたことは､rしていません｣｢知りません｣と答える｡実際た本人

から女性に声をかけたり､追いかけたりといった行動はなかったにしても､人

気のない暗い道で､独り言を言いながら自転車を運転していると不審者と誤解

される可能性は十分に考えられる｡今猿の誤廃を防ぐために以下のことを本人

と確認､約束をする｡ 

(》仕事から帰ってきたら､外出しないこ

②朝の出勤は自転車でもかまわない｡ただし､住区方面へは行かない｡

③外出する時は､必ず外出縛に記入し､職員に報告をする｡ 

(参自転車の鍵を事務所に預けるように話すが､鍵は壊れてないとのこと｡･

やや制限がある~約束となるが､無断に外出し目的もなく俳宿する行為が軽減

するまで､様子親察していく｡

本人は､職員 (山崎)と話が終わると､rご飯を食べません｣とやや声を荒げ､

その後部屋のベットにふさぎこむ｡夕食は､遅れて全量摂取｡.

保護者への確認】

翌日

【

9:00父親に電話し､不審者情報についての説明を行う｡障害特性により

誤解されたままに不審者として扱われている可能性強いため､警察､学校へ出

向き､状況の確認や今後の対応について説明をしたい旨を話す｡父親了解する｡

また､近日中に夫婦で来所したいと話す｡

【警察への情報提供】 

10:00 岡山北警察署へ不審者情報の件について､職員 (山崎､竹本)訪問す

る｡

□対応者


生活安全相義 伊賀邦彦氏､茅廉廉司 (警察安全相談係長)

□相談内容


吉備市原小学校から発行された安全サポート情報の不審者情報が通勤寮の施設

利用者に該当することを報告する｡ただし､障害特性から本人のとった行動は､

非常に誤解されやすI､こと､さらに一切他者に対しては､危害を加えないこと

を説明する｡施設での今後の対応を示し､類似した通報があれば､通勤妻へ連

絡を入れてもらうこととする｡

尚､当該不審者情報について牡､北警察署には､連絡が入っていなかったた

め､情報元がはっきりと掴めないまま終わる｡

※ その後､吉備高原島在所 森脇背部補には､今回の件について情報提供を行

なった｡仮に書噂の里利用者が夢廃され､地域内で職務質問を受ける状況に

なった際は､警官とのやり取りに対して､パニックになる可能性もあるので､

まず通勤妻へ連絡いただきたい旨依頼する (すぐに職員が駆けつけ立会い甲

上で職務質問等をお顔いする)｡

【吉備高原小学校への確認と依頼】 

ll:30 不審者情報について､吉備高原小学校を清水施設長､山崎で訪問.

□対応者

横山校長､長瀬教覇

□相談内容

吉備高原小学校で発行している安全サポート情報にて､不審者の特徴に該当

する利用者が､在籍していることを報告する｡ただし､障害特性として独り言

や不審者と誤解を受ける言動があるが､他者に危害を加えることは､ないこと

を説明する｡情報の発信は､当事者本人が､警察に通報したものではなく､教

育委員会から文書で届いたもので､学校としては､直接事実確認をしたもので

はないとのこと｡吉備の里関係者が警察経由でない情報に右往左往しているこ

とにやや恐縮気味であった｡校長は､r近隣の施設な甲で､軽はずみに疑う目を

持つわけにもいかない｡直接来校し､状況を説明いただき大変感謝 している｣

と話す｡今後とも､疑って様子を見るのではなく､確認として連絡を相互に取

り合っていくこととする｡



｢家族の会｣の構成は､

正会見と賛助会見で構成されており､

正会見は､利用者(通勤# .グループホーム)

及び地域生活者とその家族｡

賛助会員は､本会の趣旨に賛同するもの｡

目的は､

吉備の里通勤寮の円滑な運営と発展に寄与

する｡

利用者の将来の幸せに資せるための地域

支援の研究と社会自立を促進擁練する｡

福祉の増進を図り併せて会員間の相互漢肋

及び親睦を深める｡



環境整備

･寮周辺の草むしり､草刈り

･フラワーロードづくり

･地域周辺の空き缶拾い等を実施している｡

これからの｢家族の会｣の課題は､
近い将来に､通勤豪がrケアホーム｣として生ま
れ変わるが､ r書族の会｣は､どう対処していくの
か｡ 

r家族の会Jの年齢構成が､利用者を含めて轟
齢化しつつある｡この状況の中でr賓練の会Jの
ベストな活動はどうしたらいいのか｡ 

r家族の会 Jは､就労支接にどのような行動が最
適なのか｡

さらなる｢安族の会 Jの幹を深めていくためにはど
うしたらいいのか｡ 
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